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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノ・コト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお
互いに助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。
その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い
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8 月の 辛口さんに代わってケセラが報告します

メインはなんといっても『流しそうめん』。

前日にリンちゃん、ゆうさん、パレちゃんが立派な竹を山から切り出してきて準備。雨でぐっしょり重くな

った竹を山から下してくるのはけっこう重労働だったみたい。けど心優しい”３人衆”は、愚痴ひとつ言わな

いからさすがです。

その太い竹を、ごんべえさんや３人衆たちが半分に割り、流しそうめんができるようにうまく組み立ててく

れました。庭先ではグラグラ煮立った大釜できよちゃんがそうめんを茹でてくれました。

その横では、廿日市定番のピザも、かっとまんや真澄さんを中心に美味

しそうに焼き上がっていきます。

くらげさんちと村島さんちのお子さんたちと昔こどもたちも童心に返って、

大いに楽しみ、いっぱい食べました。夏休み中だったのでお子さんたちが

大勢参加してくれるかなと、３キロものそうめんをきよちゃんが用意してくれ

ました。

時々雨が降ったりしたけど、何とその３キロのそうめんは全部みんなのお

なかに収まりました。

あっぱれ！あっぱ

れ！

さて、そうめんやピザでお腹がいっぱいになった

ら、三々五々部屋に入ってお茶したり、出来立ての

会報№９４を読んだり、くらげさんの占いやこずえち

ゃんの木のおもちゃで遊んだり。

その後は、ケセラの絵本の読み聞かせ。長谷川

義文『おかあちゃん、つくったる』と、佐野洋子『だっ

て、だってのおばあさん』。一生懸命聴いてくれる人

に助けられて読めました。

１０日のま～ゆ市は、オーストラリアから来日されてい

るカンガさんが参加され、5 月のオーストラリア・キャン

ベラでのま～ゆの活動紹介が｢参加された方に好評だ

った｣とお話しされました。

今月のハッピーバースデイはヒデさん・まるちゃんの

2 人。(なんと誕生日が同じ日でした)。

ごんべえさんの指揮で秋の歌｢旅愁｣と｢虫の声｣をみ

んなで歌いました。

ものこと交換市は、かっとまんとぶんちゃん

の野菜、今井さんの食用ほうずきとジャムなど

でした。

トリは都々平さ

んの落語｢青菜｣

の大熱演。｢鞍馬

から牛若丸が出で

まして その菜を

食ろうほうがん｣

｢では止しつねに

しておきなさい｣の

セリフに大いに笑いました。なお初演とのことでした。

ケセラ
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2016 年 9 月号 辛口こと宮崎省吾

９月２０日はあいにくの雨模様でしたが、廿日市

としては大成功でした。午前の室賀氏関連ハイク、

午後の平和コンサ―トについてはそれぞれ担当

のじゅんちゃん、ヒデさんからの報告文にすべて

尽くされています。ご熟読をお願いします。

従って、ここではイベント以外の印象をかいつま

んで紹介します。まずは、圧倒的な「収穫の秋」の

展開でした。栗、巨峰、プルーン、ジャムなどが所

狭しと並び、しかも量が中途半端ではありません

でした。いずれも有機農法によるもので、その味の

素晴らしさは味わってみなければ到底分からない

というしかありません。また、一品持ち寄り的に出

てきたのは、茄子の辛子漬け、カステラ、魚のから

揚げなど数知れず、憶えきれない状態でした。そ

れぞれの味の批評も活発で、とても楽しいおしゃ

べりが続きました。

もうひとつ、会場設備が整ってきたことを挙げな

ければなりません。雨天でほぼ真っ暗な中でマイ

クやアンプを使うコンサートが完璧にできたのは、

電源の確保と明るい照明設備のお陰です。りんち

ゃんを中心とした突貫工事に敬意と感謝を贈りま

す。ありがとうございました。

こうして廿日市の中身と会場設備の着実な改善

がよりよい相乗効果を持ちはじめています。

廿日市だけではなく、「みんなの家」が、幅の広

い、奥行きのある活動の場になりつつあることを実

感した廿日市でした。

来月は、昨年もとりを勤めた「クリスタルボウル」

の演奏です。ご期待ください。

室室賀賀氏氏のの郷郷 史史跡跡巡巡りり №159 じじゅゅんんちちゃゃんん

９月の廿日市はみんなの家周辺のミニハイクということで「室賀氏の郷 史跡巡り」をしました。

週間天気予報を見ても傘と雲マークばかり、心配して迎えた当日も小雨がパラついており、メインの室

賀氏の「詰めの城」である笹洞城跡へ登るのはあきらめ、傘を片手に出発しました。

参加者はかっとまん、辛口さん、パレちゃん、ゆうさん、きよちゃん、はらまきさん、ミーすけさん、じゅん

ちゃんの８人です。

笹洞城登り口を横目で

見ながら、原畑城跡（室

賀氏の居館跡）と前松寺

（室賀氏の墓）を巡りまし

た。墓は地元の人々が保

存し整備されて、りっぱな

花が添えられており、子

孫だと言う老婦人が気合

の入ったお参りしておりま

した。

あいにくの天気でした

が、膝の手術後の辛口さ

ん、ウォーキング始めた

ばかりという はらまきさん

も雨の中がんばって楽し

く歩きました。

良い天気の日にもう一

度チャレンジしたいで

す。
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AAMMAANNAA 平平和和ココンンササーートト
№130 建築よろず屋のヒデさん

念願かなって、9月20日のカフェま～ゆ廿日市に「AMANA平和コンサート 心に響く平和の歌声」をみ

んなの家で開くことができました。台風 16 号の影響で雨脚が強まる中、30 名近くの方々にお集まり頂き、

本当にありがとうございました。企画したのは私ですが、成功裏に終えることができたのは、ま～ゆのみな

さんのお陰だと心から感謝しています。

実は、この平和コンサートは昨年の8月20日に、戦争法案が可決される前に、開催する予定でしたが、

ヴォーカルの井出教子さんが急性骨髄性白血病を前日の 19 日に発症し、ずっと延期になっていました。

教子さんは佐久医療センターの無菌室で半年に及ぶ闘病生活を経て、今年の2月6日に退院され、2月

25 日に還暦を迎えられました。抗がん剤治療で柔らかいロングヘアーが、硬めのショートヘアーに変わり

ましたが、大病からの復帰とちょうど還暦を迎えたことは、生き直し、生まれ変わりの機会を貰ったのだと教

子さんは考えています。

アマナのお二人との出会いは、昨年 7 月に開催された「たてしな環境フェア」でした。実行委員長の二

川さんが、ステージが空いているので、アマナのお二人にミニコンサートをお願いし、突然の依頼にもかか

わらず引き受けられました。私はそのとき初めて教子さんの心に響く歌を聴き、ぜひま～ゆのみなさんにも

聴いて貰おうと、ミニコンサートの後、教子さんにお願いしました。

アマナとは日本語のルーツと言われている縄文時代のカタカムナ語か

ら取ったもので、48 の図象文字それぞれの音に意味があり、空間を表す

間（マ）と間をつなぐという意味だったような？ ヴォーカルの教子さんは闘

病後、声がとてもよく出るようになったのに、ギターの井出正さん（ター坊）

は、面会の度にやせて、声を出す機会も少なく、声があまり出なかったそう

です。でも、もう大丈夫。教子さんが全快したから。

当日、歌われた曲の題名は、1.Our House、2.木を植えよう、3.IMAGINE、

4.ステキなニュース、5.For Next Generation、6.Bone Again、7.手のひらサ

イズの心臓、8.ふるさと、9.光るいのちの歌、10.未来への道、11.新しい時（アンコール）でした。歌を聴くと

いうよりは、教子さんからのメッセージを受け取る、という表現の方が適切な気がするコンサートで、まさに

心に響くものでした。

「ふるさと」ではま～ゆ市のときのように、ごんべえさんがリードしてみんなで合唱しました。参加者の子ど

もの名前やみんなの家が歌詞に織り込まれ、みんながひとつなったすばらしいコンサートでした。最後の

「新しい時」はアマナのオリジナルで、明るく元気な締めくくりにふさわしい曲でした。ぐんちゃんは「感動し

て涙がでちゃった」と、パレちゃんや雄さんをはじめ多くの方々からも「感動した」と言って貰いました。みな

さんの温かい言葉に勇気づけられ、また来年の 9 月 20 日に、戦争法が強行採決された日を忘れないた

めに、アマナ平和コンサートをしたいと考え始めています。

都市･建築工房

№130ヒデさん(竹内秀夫)

●トラブルの多いリフォームだからこそ

お任せください

●家のことなら何でもお気軽に

ご相談ください

●消費税分「ま～ゆ」が使えます

上田市御所274

℡28-7532 fax 28-8190



方言アレコレ №１ ケセラ

名古屋の片田舎でうまれ育った私は、曾祖母、祖父母、両親と大家族の中で子ども時代を過ごし

た。祖父母や近所のおばあさんたちの間では尾張弁がひんぱんに飛び交っていた。

しかし愛知県出身のタレントがテレビで凄くオーバーに名古屋弁を話しているのは、何だか違和

感があって好きになれなかった。だから 10 代の頃は何とかその名古屋弁から逃れたいと思ってもい

た。

学生時代は京都で過ごし、京言葉だけでなく強烈な関西弁のシャ

ワーを浴びた。特に相手のことを「自分」というのには初めのころ戸惑

った。「自分どこ行くん？」と聞かれ、なんで自分のことを私にわざわ

ざ尋ねるのか不思議だった。これは、「君は何処に行くの？」という

事。

他にも岡山弁、広島弁など強烈な方言を意気揚々と使っている先

輩諸氏の姿にいつしか方言への違和感が薄れ、方言は郷土（おく

に）ことばだと実感した。

上田に来たばかりの頃、1 歳半の次女を見て「あら、この子ワニナ

イね」と言われてびっくり、目が点に。「ワニル」とは人見知りするとい

うことらしい。

いろいろ思い起こしてみると名古屋弁（尾張ことば）を使っていた祖母や近所のおばあちゃんたち

の顔が浮かんできて懐かしくなる。以下記憶に残っている名古屋弁を使って記す。

＜名古屋弁＞

✦ケセラさん、やっとかめだなも。よう来てちょうした。おみゃあさん、ま～ゆの事あんばようやらな

かんよ。お金はだだくさに使ったらだちかん。

✦おうじょうこいた。子供だましのようなそんなちょうらかしには乗らん。 

＜標準語＞

✦ケセラさん、お久しぶりだね～。よく来てくださいました。あなた、ま～ゆの事はちゃんと具合よ

くやらなければいけないよ。お金は無駄に使ったらいけないよ。

✦苦労した。子供だましのようなそんなごまかしには乗らないよ。 

言葉の由来は分からないけど、その土地、土地に素敵な言葉（方言）が、受け継がれているのを

大事にしたいと思うこの頃。私も年を重ねたからかな？

キノコとりに行った時の様子

を方言で №76ぶんちゃん

「今日は晴れたのでキノコとりにいかず」

じこぼ（ハナイグチ）がたくさんとれたの

でお裾分けしました。

Ａさん「ずくがあるだね。熊が出るのに

おっかなくなかったかい」

私「大きすぎるのはぶちゃって」

Ｂさん「せっこいいない。こんやぶちいれ

か、おざんざでもするかな」

いくつか方言が入っていますよね。

－４－

ま～ゆ会員にききました。



№136 にゃんこ先生
私の両親は、全くと言っていいほど、方言を使

いませんでした。なので、今でも初めて聞く方言

があって、びっくりします。

私が好きなのは、「なから」と「まえで」です。この

アバウト感がよくて、意識的に便利に使っています。

それから、方言じゃないかもしれないけれど、

「いいさあー」って言葉には、私のすべてを肯定し

て許容してくれるように感じて、心がとても温かくな

ります。

父は、「○○していいですか？」と ヒデさんに

訊かれると、よく「いいどころじゃない」と言ってい

ました。なんだか大仰な言い方だな、と思っていま

したが、いなくなってみると、懐かしく思い出されま

す。

№82 パレちゃん

✦そんねんまく 急いで行ったって いっこねー。

✦ちょんこずいて、そこえら たたっころばねー

ようにしな。

✦行きしな 拾った ばばっちい 高歯なんか、び

ちゃっちゃえ。

✦はあーるかぶりに のうのうと ねっころんで、

のくてーし、ねぶってーし、たまにゃー いー

に。

知ってるような、聞いた事あるような、言ったこと

あるような方言の短いのを書きました。

東信地方の方言集をめくっていると、あるある、

こんなに方言ってあるのかとびっくり、ほとんど

知らない方言なのでまたびっくり。

知っている方言で、無理やりつなげて文にして

みました。

あ行、か行で作ってみると・・・

✦おいだれ、いまんころ あたまっくだしに、あ

んねんまく かっくらせるなんて

✦あれっぱか、おしこくったくれーで さらけお

ちるだかや

✦げいもねー かまんどけ、おやげねーに。

とかなんとか作りましたが分かります？なんか

ひどいこと言ってますね、何かさみしい方言に

なってしまいました。

さみしいついでにさ行の方言でやってみると

✦したっかを しゃばいて しっちらかして、しな

くれた じじくだまみてーな しでー しとだ。

✦しりっぺた じべたへつけて しゃらきたねー。

しょーしくねーかや。

✦しゃーしゃーと しゃべくっている。しょーね

ー しょっつかめーて やらず。

こんな風になってひどく滅入ってしまい、「こん

な文は出すのはやめようって」思ったけど…

方言ってあったかーいものなのになあ。

べぇべぇ言葉 №１47 かっとまん

「べぇべぇ言葉をよすべぇとおもうべぇがよすにす

るにはどうするべぇか」

吉田首相の「バカヤロウ」解散のころ、汚い言葉

についての話題になり、我々小学生が先生に言い

返していた囃子
は や し

言葉です。このことを岐阜の高校国

語教員の叔父に話しました。叔父は授業で教材とし

て取り上げたそうです。普段授業に集中しない学生

から人気が出て、くそ真面目な先生から親しみのあ

る先生に変身出来たと喜ばれました。

「べぇべぇ言葉」は関東地方の方言と聞いていま

したが、最近この言葉の発祥は戦後、神奈川県、特

に湘南方面で使われ出し、鉄道網を通し関東一円

に広がった方言との新聞記事を見て驚きました。確

かに子どものころ過ごした湘南方面では、他に方言

らしい言葉は思いつきません。

社会人になり、頭にきて、お客に「バカなこと言う

な」と言ったら、先輩から、「アホなこと言わんで下さ

い」の方が柔らかいと注意され、どっちでも同じだろ

うと思いましたが、方言の使い方としては参考になり

ますね。

－５－

甲田はきもの店 №39甲田
●ご利用金額の10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

●靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます

上田市中央4-6-24

℡22-1272



方言の思い出 №55 ミーすけ

私が４，５歳の頃、おじいさんの出所の若

宮(現千曲市)へよく連れて行ってもらいまし

た。おばさんから、「もうらしい｣とか「そうせっ

た」など普段聞きなれない言葉で話しかけら

れました。そのおばさんが、「私秋が大好

き」。なぜって「作ったものがいっぱい取れる

からね」と言いました。その頃は何も分からな

かったのですが、今はよく分かります。私も

同じですから。その家の庭には見たことも無

い白やピンクの朝顔のような花が咲いていま

した。子供の私が知る限りどこの庭でも見た

ことがない花でした。ずいぶんたって分かっ

たのですが、ペチュニアの花でした。きれい

に咲いていた庭が忘れられません。

「方言」 №２ 中島ごんべえ

子どもの頃から普通に喋っていた言葉が方言だと気付かされたのは、田舎の塩尻中学が町の２

中に合併されてからです。その時は「笑われてはならじ」と一生懸命慣れない標準語らしき言葉を

喋っていました。努力の甲斐あってか、私の「あばなー」が面白いとからかわれた以外、大きな違い

は無かった様に思います。

ところが高校に入ってから、佐久周辺の東信一円から群馬の嬬恋村、真田町

や青木村、北信の戸倉、更埴市、長野市周辺と広範囲に集まって来ている友

達との会話に戸惑いました。

その頃私の理解できなかった言葉の最初は「えっかってみ」でした。ある学校

の学園祭に行った時、土木科の展示コーナーにコンクリートのドームが出来て

いて説明の学生からこう言われたのです。何を言われたか分からず首を傾げて

いると、その学生も方言だと気付き申し訳なさそうな顔になり、その先はしどろも

どろで説明になりませんでした。

その次は「しこってなこんで」「ごしてー」これは青木の友達。真田の友達はい

つも喧嘩口調で「この野郎ー」「くらせるど」「とぼけろ」と荒っぽいこと、慣れるま

では大変でした。この他に北信の「せうかせわねかせってみろ」「おざんざ」「ひ

んのべ」等々随分色んな方言に出会いました。

東京へ出てからも見栄っ張りの私は、田舎者と思われたくない一心で標準語（と本人は思ってい

た）を心がけました。おまけに「そんでよーあんでよー」の「浜弁」まで真似て悦にいっていました。し

かし何か違っていて疲れました。そんな時、たまに会う故郷の友達との信州弁での会話は心が和

みました。田舎を卑下し都会に憧れた自分の中に、捨て切れない原体験への郷愁というか、DNA

に組み込まれた“性”のようなものが心の奥深いところで眠っていたのです。

今故郷に帰って来て塩尻弁がこよなく愛おしく感じます。朝会うと「お早うごわす」野良へ出ると

「いい天気でごわすなー」「精が出やすなー」。「おこびれ持って来やした」で野良で車座になり自

慢の漬物でお茶。「サイレン鳴りやしたで」（１１時半に役場のサイレンが鳴った）「お上がりなー」。

夕方上がる時は「お仕舞いなすって」「お疲れー」。声を掛け合い労わり合っての生活がなんとほの

ぼのとしていたことか。

単語帳に書き留めた上田弁の収集も２００語を越えました。何時かまとめておまいたにも聞いても

らいてえと思っておりやす。

蕎麦処 いちや №312 牧野隆彦
●お食事代の 5％をまーゆでお使いください

●環境やお財布にもローインパクトな蕎麦屋を目指し

ています平日は予約制となっています

※前日までにご予約頂いたお客様には一品サービス

します

上田市住吉1160 ℡25-1841／携帯

080-5140-6689

－６－

会報の広告欄を活用しましょう
1 年間 1200 ま～ゆで、

あなたのお店の広告が掲載されます。

会員にとって｢どうせ買うなら仲間の店から｣の連

帯感が強まり､ま～ゆ交換がー層活発になります。

条件はただ一つ､｢ま～ゆが使えること｣だけです。

申し込みは寿限無にどうぞ



虫唾
む し ず

が走る〝マスコミ方言〟 №50都々平

数年前からラジオで視聴者のお便りに｢じいじ｣｢ばあば｣が

頻繁に登場します。祖父と祖母の呼称ですが、こんな奇妙な

呼び方は私が生まれてから 70 年、耳にしたことがなく大変耳

障りです。

｢これってどこかの方言？｣とネットで調べました。

国立国語研究所の説明では、

最近よく耳にする言葉に「じいじ」「ばあば」が

あります。こうした言葉が使われるようになったの

は比較的最近のことかと思います。平成 16 年夏に

NHK総合テレビで「ジイジ～孫といた夏」という西

田敏行主演（祖父役）のテレビドラマが放映されま

したが云々。続けて、データを分析したところ，「祖

父」「祖母」という意味で「じいじ」「ばあば」と言

うことがあると回答した人はいずれも約 24%でし

た。多数派ではありませんが，現在一定の勢力を持

っていることが分かります。

となっています。

ほかにも｢ひよこクラブ｣という育児雑誌に載っていて、伝播

に一役買っていたとか。

いずれにしろ、これはある地方の方言ではなく、メディアに

よる〝マスコミ方言〟であったことが判明されました。｢いやだ

いやだ、こんなの。｣身をよじって我慢するしかないのでしょう

か？

佐久地方の一部で使われる方言「へえ」
№395いっちゃ

この言葉は普通、目上の人への返事として使われますが、

長野県佐久地方の一部では「へえ」という言葉を次のように使

います。

〝〜オラ「へえ」吞めね〟＝私はこれ以上飲めない 

〝〜オラ「へえ」行ってきた〟＝私はもう既に行ってきた。 

〝〜オラ「へえ」我慢できねえ〟＝私はもう我慢できない。 

〝〜オラ「へえ」腹いっぺえだ〟＝私はもう腹いっぱいだ。 

この使い方からすれば、｢もう…だ｣という意味のようですが、

これは「もはや…だ｣から「はや…だ｣をへて「へえ…だ」とな

ったと推測しているところです。

他の地域で〝へえ〟をこういう風に使うところをご存知あり

ませんか。

東濃
とうのう

弁･多治見弁

№376 まこちゃん

多治見で育ち、５０年以上外の空

気も吸わず、長野県に来てもうすぐ３

年です。

【私の個人的見解】

多治見は暑くて蒸す土地柄なの

か、一言一言をはっきりしない(とい

うか)なるべく口を動かさず、語尾が

下がる。命令している感じです。

そのため周りからは、きつい・汚い

言葉ととらえられるようです。

例えば｢駄目｣を、｢いかんて｣・｢あか

んて｣・｢あかすかぁ｣と言い、微妙に

使い分けています。

また、｢何ですか？｣と聞いているつ

もりが、｢何い？｣で、特にきつい言

葉に聞こえます。

【特におかしいと思われる方言】

●バスが｢きとる｣は、バスが自分の

近くで止まっている場合。バスが少

しでも動いていて、自分の立ち位置

より前では、バスが｢きよぉる｣と言

い、過ぎた場合は、バスが｢行きお

る｣とややこしいです。

●あかあ(赤い)、たかあ(高い)、お

ぞぉ(良くない)、あったかぁ(暖か

い)、ちったぁ(少し)、えらぁ(しんど

い)、ほうやらぁ(そうでしょう)、ほりゃ

ほうさぁ(その通り)

日常普通に使っているほんの一例の

言葉です。が 少しずつこちらの優し

い方言を使えるようになれたらと思い

ます。

－７－



№158 うえのさん
「ああ疲れた！」こういう場合、この地

方では「ああ、くたびれた」というぐらい

で、その状態を表す別の方言を私は聞

いたことが無い気がする。大体標準語に

近いのではないか。

父親が小学校教師だったので、私の

家族は父の転任に従いて飯田市から安

曇野に移り、また伊那谷の山村に戻っ

た。行く先々にいろいろな方言があって

子供の私は戸惑った。

前述の状態を安曇野では「ああ、てき

ない」と云った。飯田地方では「ああ、ご

したい」と云った。いかにも疲労困憊した

感じがある。もっとも、若い人が云ったか

どうか。疲労を口にするのは老人が多い

わけだから。

方言で話しているのを聞くと、生身の

人間の温かさを感ずる。「ごしたい」には

汗の匂いも。

考えてみると、全国どこへ行っても同

じ調子の「標準語」というものしか聞こえ

ないとしたら随分味気ないのではない

か。その地に根ざして本当に生きていな

い気がする。あちこちに移り住んで方言

を拭い取られたような私自身をそんなふ

うに感じる時がある。

関西弁とは №169西宮のゆこちゃん

私は今兵庫県西宮市に住んでいます。「どこから来

ましたか」「西宮市です」と答えると、「関西弁じゃありま

せんね」といわれることがよくあります。「父が上田育ち

ですから」と答えることにしています。

「関西弁」とはどこの方言でしょうか。関西には三つ

の大きな都市があり、略して「京阪神」と呼ばれます。

「京都」「大阪」「神戸」のことですがその方言は少しず

つちがっています。

一年前まで私は上田へ来るのに大阪発長野着のＪＲ

直通特急を利用していました。（残念なことに今年の４

月にこの特急は廃止されました。）

ある夏のこと、大阪から乗った５人組のおばちゃんが

いました。赤いＴシャツ、羽飾りの帽子、派手で元気な

おばちゃん達です。電車が動き出すとすぐおばちゃん

たちはおしゃべりを始めました。「あんたとこの嫁はん、

ちょっとおかしいんちゃう」 「そや、あんなごんた、たま

にはどついたりっていうんやけど・・・」 「なんぎやなぁ」

どうやらお孫さんのしつけの話らしい。大きい声の大阪

弁は皆の耳に入ります。私の横の大阪から乗ったおじ

さんが大きい声で言いました。「やかましいわ」その隣

の京都からのおばさんも大きい声で言いました。「元気

でよろしな」（これはほめことばではありません）５人組

はかまわずしゃべっています。

方言っておもしろい。その人のくらしがみんな出てし

まう。私は大阪から長野までの５時間余りを存分に楽し

ませてもらいました。

ここで大阪弁のクイズを２つ

イ) 次の食べ物はどんなものでしょう

① 〇まむし 〇にぬき 〇たぬきうどん

ロ) 大阪の会社の上司があなたに言いました

「これなおしといて。」

「この机かいでくれ。」

「これほかしてもええで。」

あなたはどうしますか。

おことわり

文中の一部を朝日新聞 8月 20日付「折々のことば」か

らいただきました。無断借用をお詫びいたします。

次号のテーマは
〝4 年後のあなたは？〟です
2020 年、言わずと知れた東京五輪の年。
遠いような近いような、そんな 4年後を想
像してください。

たくさんの

－８－

コロボックル (西山)

№381 殿下 №388 キョン
オーガニック・フェアトレードの自然食
品を 25 年にわたって自宅で扱ってい
ます

代金の１０％分 ま～ゆが使えます

上田市古里 699-6 □P ２台ほど可能

Tel 0268-27-3903



93号の解答
辛口さん
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落
語

哲
学
入
門

№
395
い
っ
ち
ゃ

八

先
生
、
こ
ん
ち
わ

先
生
お
や
、
八
っ
あ
ん
き
ょ
う
は
何
か
ね

八

雨
で
仕
事
が
無
え
ん
で
、
先
生
の
無
駄
話
で
も
聞
こ
う
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た

先
生
無
駄
話
と
は
な
ん
だ
、
ワ
シ
は
忙
し
い
、
帰
っ
て
お
く
れ

八

そ
う
や
っ
て
縁
側
で
本
を
よ
ん
で
い
る
よ
う
で
は
、
忙
し
そ
う
に
も
み
え
ね
え
。
最
近
、
先
生
く
ら
い
の
年

配
の
人
が
派
遣
で
一
日
中
働
い
て
、
簡
易
宿
泊
所
に
宿
泊
し
て
い
る
う
ち
に
火
事
で
亡
く
な
っ
た
り
し
て
気
の

毒
な
こ
と
だ
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
縁
側
で
本
を
読
ん
で
い
る
な
ん
て
、
ご
気
楽
な
も
ん
だ

と
こ
ろ
で
、
そ
の
本
は
な
ん
と
い
う
本
で
す
？

先
生
お
前
た
ち
に
本
の
話
な
ど
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い

八

マ
ア
そ
う
い
わ
ず
に
、
教
え
て
お
く
ん
ね
え

先
生
こ
れ
は
プ
ラ
ト
ン
と
い
う
人
の
〝
国
家
〟
と
い
う
本
だ

八

プ
ラ
ト
ン
？
豚
肉
の
天
ぷ
ら
屋
で
も
し
て
い
る
人
で
す
か
ね
え

先
生
ナ
ニ
を
バ
カ
な
こ
と
を
云
っ
て
る
ん
だ
、
こ
の
人
は
、
今
か
ら
二
千
五
百
年

ほ
ど
前
に
ギ
リ
シ
ャ
に
生
ま
れ
た
偉
い
哲
学
者
だ

八

二
千
五
百
年
前
の
哲
学
者
ネ
。
そ
れ
で
、
何
が
書
い
て
あ
る
ん
で
す
？

先
生
こ
こ
に
は
（正
し
い
こ
と
、
と
は
何
か
）
、
す
な
わ
ち
、
正
義
に
つ
い
て
の
問
答
が
書
い
て
あ
る

八

ホ
ウ
、
正
義
に
つ
い
て
の
問
答
ネ

先
生
プ
ラ
ト
ン
が
師
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
託
し
て
ト
ラ
シ
ュ
マ
コ
ス
と
の
問
答
に
よ
っ
て
、
（
正
し
い
こ
と
）
と
は
な
に
か
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る

八

ソ
バ
ク
イ
テ
エ
や
つ
と
ト
ラ
な
ん
と
か
と
い
う
奴
が
ど
ん
な
問
答
し
た
ん
で
？

先
生
ソ
バ
ク
イ
テ
エ
で
は
な
く
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
だ
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
る

ソ
ク
ラ
テ
ス

「
そ
れ
で
は
ト
ラ
シ
ュ
マ
コ
ス
、君
の
考
え
る
（
正
し
い
こ
と
）
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
な
い
か
」

ト
ラ
シ
ュ
マ
コ

「
で
は
聞
く
が
よ
い
、
（正
し
い
こ
と
）
と
は
強
い
者
の
利
益
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

ソ
ク
ラ
テ
ス

「
強
い
者
の
利
益
に
な
る
こ
と
が
（
正
し
い
こ
と
）と
は
ど
う
い
う
意
味
か
ね
」

と
い
う
具
合
に
問
答
は
続
く

八

そ
れ
は
、
庶
民
の
消
費
税
を
上
げ
て
、
何
億
円
も
儲
け
て
い
る
大
企
業
の
税
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
（
正
し
い
）
こ

と
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
二
千
五
百
年
前
も
今
も
人
間
は
あ
ん
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
ら
し
い

と
い
う
わ
け
で
、
次
回
を
お
楽
し
み
に
。

親
に
勧
め
ら
れ
、
ピ
ア
ノ
教
室
に
４

年
間
通
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
進
歩

せ
ず
，
い
や
い
や
な
が
ら
通
え
た
の

も
、
待
ち
時
間
に
本
棚
に
あ
る
本

を
読
む
こ
と
の
ほ
う
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。

約
５０
年
前
の
小
学
１
年
生
の
時
の

写
真
で
す
。

シ
リ
ー
ズ

ん
十
年
前
の
写
真
で
す
。｢

誰
か
？｣

わ
か
る
で
し
ょ
う
か

答
は
次
号
に
…



－10－

動物たちの声になりたい その11 №136 にゃんこ先生

また「うえだ環境フェア」が近づいてきました。私

は 2006 年からの参加ですので、11 回目になりま

す。

10 年前、初参加の申し込みをした後のことです。

上田市の担当者から、話を聞きたいとの呼び出

しがあったので、出かけて行くと、環境フェアの当

時の正副実行委員長と市の担当者２，３人、

がいました。

いきなり、去年私が書いたアンケート用紙を前

に、委員長が、「これを書いたのはお前だな、失

礼千万…」早い話、吊るし上げでした。

確かに私は書きました。環境フェアに一般の来

場者として行き、帰り際、アンケート

用紙（無記名）に、「環境フェアと

いいながら、大量畜産の問題に全

く触れていないなんて、笑っちゃいま

す」という意味のことを。

同席の方々は黙っていて、誰も

助け船を出してくれません。あまりシ

ョックで、細かいことは覚えていませ

ん。でも、やっと解放され、駐車場

に戻り、運転席に座ってドアを閉め

た瞬間、悔し涙がどっとあふれてき

たことは忘れられません。

私の書き方が失礼で立腹されたのなら、謝って

もいいです。ただし、「なんでこんな失礼な言われよ

うをせにゃならんのじゃ、環境問題に畜産がどう関

係するんじゃ」と調べる気になってくれていたなら。

家に帰ってからも泣き続けていた私に、ヒデさんは

「そんな嫌な思いしてまで参加するのは止めな」と

言いましたが、それでは泣き損、相手の思うツボ。

さて、環境フェア当日、私の展示したパネルは、

工場型畜産がもたらす水質汚染、森林破壊、

地球温暖化ガス放出、エネルギーの浪費、世界

の飢餓などについてデータを示して説明しています。

実行委員長はそれらを１枚１枚見ていました。そし

て何も言わず立ち去りました。

副委員長も見に来ました。「そうだったんですね、

勉強になりました」と言ってくれました。

ところで、涙腺の弱い私ですが、最近はめっきり

泣かなくなりました。７月に父親が死んでも、８月

に猫のムーシカが死んでも、泣きませんでした。どち

らも熟し切った果実が落ちるように自然で苦痛の

ない、あの世への移動でした。ちょっと淋しくはなり

ましたが、悲しむ必要がなかったんです。

ところが９月の廿日市でのＡＭＡＮＡさんのコ

ンサートで「イマジン」を聴きながら、ポロポロこぼれ

る涙が止まりませんでした。この世から肉食がなく

なり、わけもわからずに苦痛や恐怖を与えられる動

物たちがいなくなる日のことを、想像したのです。

教子さんの歌声が美しければ美しいほど、その

日は気が遠くなるほどはるかかなたにあるとしか思

えませんでした。

私たちを取り巻いているのは、平和を訴えながら、

暴力の産物である肉を口にすることに、矛盾を感

じない人々。そして、太地町で今年も行われたイ

ルカの大殺戮
さつりく

。あれを文化と言い張るならば、戦

争という文化も決して地上から消えないのに…。

絶望は愚か者の結論、日頃はそう思っていま

すが、その日の雨のせいか、それとも、よほど疲れ

が溜まっていたのか…あるいは加齢！？

最後に、AMANA さんの歌ではないですが、

「ステキなニュース」を。

コスタリカが動物園を廃止しました。軍隊をもた

ない国がやることは違いますね。コスタリカはスポー

ツハンティングも、動物を利用するサーカスの公演

も禁止しています。

そして、ブエノスアイレス動物園も閉鎖されるそう

です。ブエノスアイレス市長は、閉じ込めることは動

物たちを 貶
おとし

めることであり、間違っている、と言っ

ています。

動物園も水族館も、動物を使うサーカスもなく

なればいいな。動物が見たかったら、ネットで見ま

しょう。学術研究のためとか、種族保存のためだ

なんてもっともらしい理由をひねり出さないでくださ

い。私は最後のヒトのメスとして、捕獲監禁されて

調査されたくありません。どこかから最後のオスが

連れて来られて、強制的に交尾をさせられたら…。

自分がされてもいいことだけをしましょう。どんなに

苦しくても辛くても動物たちは自殺できないんです。

人間だけに自殺をする能力があります。ずるいです

ね。（もっとも動物も、首吊りや入水や切腹のよう

な積極的な自殺こそしませんが、生き続けるため

のあらゆる行為を自ら止めることはあるようです。た

だしそれを選択できる状況は、大量飼育の場には

ないです。）

もう一つ、ステキなニュース！ 前回もお伝えし

ましたが、１２月４日のアニマルライツセンター岡田

千尋さんの講演会、お楽しみに！



－11－

№378 かおるんこと柿沼薫さん

そろばん塾

かおるんの家はご両親がそろばん塾の先生でした。

かおるんは４人兄弟で上の二人はしっかりそろばんを

教え込まれましたが、３番目のかおるんは、お父さんが

そろばんでゲームを織り交ぜたりしながら面白く教えて

いたので楽しく練習しました。そろばんより暗算の方が

好きだったとか。

薬剤師を目指す

高校２年の進路選択のとき、漫然と国立文系コース

を選択していましたが、お母さんと真剣に話し合った時、

「科学が好きなら、薬剤師もいいんじゃない」、とアドバ

イスを受け、どんな仕事か聞いたり調べたりするうちに

興味を持ちました。

実はお母さんは薬剤師になりたかったと

か。担任の先生に相談すると、「理系医療

コースはもう満員だから無理」と言われ、縁

が無かったとがっかりしていると、数日後、

休学する子があり理系のクラスに入ること

に。運命も感じて薬剤師を目指すことにな

りました。

担任の先生に面接や小論文の練習、受

験校の下見まで沢山お世話になり、推薦で薬学部に

入ることができました。目的があることと推薦ということ

で後輩のためにも頑張らなければと言う責任も手伝っ

て、大学で初めて真剣に勉強に取り組めたそうです。

薬剤師になってからは、いかに患者さんに寄り添った

薬剤師になれるかを考えていたとか。子供ができてか

らは特に、なるべく薬を使わずに未病を目指す生活習

慣や栄養生が大事と考えるようになったといいます。

アフリカンダンス

池田町で結婚し、ご主人の転勤で飯田へ引っ越しまし

た。２歳になる娘のさなちゃんを自然の中で遊ばせな

がら育てたいと、野外保育園の姉妹サークルに入りま

した。その保育園にアフリカンダンスをやっているママ

たちがいて、元々ダンスが好きだったかおるんはすぐ

仲間に入りました(なんと かおるんは染谷高校の舞踏

班でした)。『サブニュマ』はアフリカの言葉で「素敵な

出会い」と言う意味だそうで、それは本当にいい出会い

だったそうです。ダンスや太鼓を教えてくれている竹ち

ゃんやさやかちゃんは、「皆が笑顔になれる、心が開

放できる空間を作りたい」、「誰か一人でも悲しかったり、

困る人がいればサブニュマじゃない。皆で助けて

いこう」「どの子もみんなの子供」と言う二人でした。

かおるん達は互いに助け合い、子供たちは支え

あって育ちました。サブニュマは下伊那を拠点に

各地に広がっていたので、そこで上田の亜季ちゃ

んや温森さんとも出会いました。お陰で上田に転

勤になってからも上田の人たちとつながって沢山

の素敵な出会いがありました。ま～ゆもその１つだ

言われました。アフリカンダンスは踊りの振りや基

本はありますが、表現の自由度も高いので、その

人の個性がよく出るそうです。月１度丸子の体育

館で踊っています。

安全な食品

妊娠してから食事に気を付けるよう

になりました。初めは添加物や農薬な

どに気をつけていたくらいでしたが、

飯田にいた頃、野外保育のママさん

たちに自然派の人が多くマクロビの料

理に出会いました。家族の健康を守る

ための食材選びや調理に気をつけつ

つ、でもストイックになりすぎず「おい

しいね」と喜び合える食事を家族の体

調やバランスを考えて作るようになったそうです。

歩いて登園

昨日、車が故障して修理に出したので、いとち

ゃんを保育園に送るのに歩いて行きました。下の

子も連れて行くので、なんと往復２時間弱かかりま

した。いつもはあっというまに通りすぎてしまう道も、

歩くと発見があるといいます。いとちゃんもお花を

摘んだり、歌を歌ったり、帰り道でシラサギを見つ

け、大きな羽を広げて優雅に飛ぶ姿に見とれ、徳

之介君も大興奮だったとか。２時間は長いけど、

車が無いことで｢歩く楽しさを見つけた、時には歩

いてみたい｣と思っているそうです。

東塩田に家を建てる

下組の地に家を建てて引っ越してきたのは今年

の３月です。木がふんだんに使ってあり、庭には大

きな薪小屋が、広いベランダはご主人制作第１号。

次に薪小屋、物置… 日曜大工に目覚めて次々に

作りたいものが出てきたそうです。家も自分達で出

来ることはやりたいと、登記から家具・建具の設計や
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● タロット・自然療法・不思議いろいろ

●ま～ゆ会員は2割引。

さらに半額までま～ゆ払い可能です。

●障害や不具合をお持ちの方の介護や

お手伝いも、ま～ゆで承ります(介護福祉士)
上田市中央東 1－19

連絡先:090-2755-1383

街の気軽なマルチメディアショップ

㈲ 伸和印刷 №57中澤

●ご利用金額の10%まで「ま～ゆ」をお使いください

●今、流行りの自分史を作ってみませんか?

●会議資料作りに便利な、製本機能付き

高速デジタルコピー機導入しました

上田市国分１-７-12

℡22-7710 Fax22-7718

七田チャイルドアカデミー上田教室 №11竹田

●体験レッスンの20％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

上田市中之条101-1利幸第2ビル201号

℡23-2952
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デザインを、また配管、外構もできる限り自分達でや

りました。壁塗りもそうしたいと申し出ましたが、「１階

は私たちに任せて、２階をどうぞ」と、大工さんに言

われてしまったとか。ま～ゆの亜季ちゃんやこずえ

ちゃんの家を見せてもらい、沢山参考にさせてもら

ったとのことです。

ご近所さんとも野菜作りや地区の行事を教えても

らいながら、いい付き合いができているそうです。

なないろアクション

ママさんたちが、戦争への道を作ろうとしている安

保法や安部政権から、子供たちの未来を守るために

活動を始めました。代議士や弁護士から話を聞いた

り、駅前でマイクを握って訴えたりもしています。政

治と生活は密接につながっている、気づく事が大事

と考え、今はフリーペーパーを作ったり、勉強会をし

たり、政治と生活の垣根を低くするための色んな社

会問題や生活の気になることをテーマにした「なな

いろカフェ｣を開催しています。

ミーすけ 記

まあ、聞いておくんなや (編集後記にかえて)

おらほ
わたしたち

の気持ちを、ちーとばか
少 し ば か り

言わしてもらいやす。

編集をはーるか
長 い 間

やっていて、いつも悩むのは原稿のことでごわす。

｢おいだれ
あ な た た ち

が書いてくれなきゃ｣と、時には、おちょべ
お 世 辞

たれてでも｢書いて書いて！｣とお願い

しやしたない
し ま し た ね

。会報が｢うわっか
上 っ 面

だけの内容｣じゃあ 心がおっぽしょれやす
折 れ て し ま い ま す

で。

さっちら
い っ ぱ い

頼んでも、ずで
まるっきり

集まらねえと、｢なんして
ど う し て

かなあ？｣と頭を抱えやす。そのいと
う ち

に、

やだく
い や に

なって｢いっそ
も う

止めちゃって、のうのう
の ん び り

しよう｣。えぼつって
す ね て

しまいそうになったこと、あった

かもしれやせん。

どのけん
く ら い

でもいい、そんねんまく
そ れ 程 た く さ ん

書いてくれなくていい。原稿がめた
いっぱい

集まれば、夢中っけえ
か え

して、

まっくろけえして
本 気 で ど ん ど ん

やりやす。ぞうさもねえ
た や す い

ことですぜ。｢よくだに
よ く や る ね

｣｢せっこいいない
よ く 働 く ね

｣なんて おだ

てられたら、わしゃ
私 は

― おたるい
頭 が 軽 い

で ちょんこ
調 子

ずいてしまうだに。

でも、編集の手が足りねん
な い の

で、誰かすけて
手を添えて

おくんなや
く だ さ い

。いつでもかてて
仲間に入れて

やるで。ここにへーる
入 る

と、

ず く
億劫がらない気持ち

はいるけど、のくといしょう
温 か い 人 た ち

と一緒に仕事するのがこてーされねえ
最 高 に い い

で。

らっちもねえ
た わ い も な い

こと綴って、ごむせえ
み っ と も な い

編集後記になっちまって、しょうしい
恥 ず か し い

でごわす。

おたくら
ば か

な都々平でした




